
 

 

 

 

 

子どもたちの命を守りたい 

～ヘルメット着用率１００％を目指します。～ 

千代田中部小学校の子どもたちは、本当に素直で、何にでも一生懸命取り組んでくれています。今も

なお運動場の草むしりや、刈り取った後の草の後片付けを 8 時前からしている子もたくさんいます。と

ってもかわいく、愛すべき子どもたちです。これもひとえに、お家の方々が愛情一杯育ててくださって

いるおかげだと感じております。 

 全国的に見ると、今年度に入り、子どもたちが犠牲になる事件や事故が多発しております。交通ルー

ルを守っていても、命を落としてしまう、理不尽なことばかりです。 

 そんな世の中だからこそ、子どもたちには、「自分の命は自分で守る」という危機管理意識を育てる必

要があると考えております。その一つとして、「自転車に乗るときは必ずヘルメットをかぶる」。これを

徹底したのです。「ヘルメットをかぶる」ことが、安心安全意識のスイッチになるように感じています。

「交通ルールを守るぞ。」「危ないことはしないぞ。」という危機管理スイッチがＯＮに。 

 そこで、お子さんには、自転車に乗るときのヘルメット着用を徹底させてください。平成 31 年度 2

月のアンケートで、千代田中部小学校は９３％の着用率でした。令和元年度は１００％をめざします。

かけがえのないお子さんの命のために、ご協力よろしくお願いします。 

「ほめほめ活動」２２０人達成 

～６月２１日現在 のべ３９４人～ 

 ４月からはじめた「ほめほめ活動」。６月１１日(火)に２２０人 

一人一人の良さを全校放送で紹介することができました。 

現在のべ３９４人です。２回呼ばれている子、３回呼ばれている 

子もいますので、この人数です。 

給食の「ほめほめタイム」の時間は、シーンとして放送を聞いて 

います。名前を呼ばれた子のクラスからは「やったー。」とか「わ 

ー。」という声が１階の放送室まで聞こえてくるほど、子どもたち 

は楽しみにしてくれています。 

どの子にも光るところがあります。どの子もがんばっています。 

どの子も認めてもらいたいと思っています。 

今年度の目標は「２２０人全員を３回以上ほめる」です。 

ミニ賞状を持って帰ってきた時は大いにほめてあげてください。 

よろしくお願いします。「学校でほめほめ。家でもほめほめ。」                                  
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【学校目標】 

 たくましく かしこく ともに生きる 
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